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複数のOSSE手 法による仮想観測シス テ厶 の評価 （2）
　　　　　　　　　　　　NR −OSSE

石 橋 俊之 （気象研 究所 台 風研 究部）

f．は じめ に

　 仮想観 測シス テムが 、数値天気予報の 精度に 尊える髭響を推定

す る手 法 として、0わ齣 gSysta 皿 Simuhrion　E脚 men 七

（OSSR ＞があ る。　OSS 鶏 は 仮想観演［Jシス テム の 言艦 うだけで なく、

既存の 間化 システム の 解析誤 差や数隙予報モデル の モ デル 誤差の

評価等によっ て、既存綱化シス テムを診断する手法でもあり、翫存観

測シ ス テムからより多くの 清報を引き出すため に も重要である。

　例えば、  OM ・W 衛星 （JAXA）の AMSR2 セ ンサ をはじめとす

るマ イクロ 波セ ンサ による水蒸気や水物質に関眇
『
る観瀕騰報をデー

タ岡化て幵rS）iこ取り出すことは 、 気温に感度の 嫡 セ ンサ にくらべ て、

観測演算子 の 非線形性、数暄予報モデル の 誤差の影饗が大きいた

め難しい 闘題 となっ て い るが、OSSE はこ の ような問題に対しで も有

効な診断を与えられ ると期待で きるth

　 OSSE にはい くつ かの 方法が提案され てい る。いずれの 手法も観

灘データやその誤 差、大気伏態等の 模倣過程を含むため、信頼で

きる評価結果を褐るに は、これらの不確樊牲 を考慮する必要があり、

tの ため，既存鑼則シ ステムにつ い て OSSE とOSE で評価し結果

を比絞ザることが行われて いる。

　 本研究て鴛まさらに、既存の 複数の OSSE 手法による評価を行うこ

’
とで、より揺頼できる仮想観測シス テム の評石西を潤指す。本報告では、

前報の SOSE・OSSEとENDA −OSSE に加えて NR −OSSE の実装

と予備 靆験結果につ い て述べ る。

Z　NR−OSSENR
・OSSE （StOffelen　et　al　2006，　Mdasutar1i・et ・al・2e10）は適 当

な数値予報モデ ル の 長期積分を仮想的な漢の 燃 態（仮想輿値〉

とみ なし、これに適切な誤差を付加 することで観測データや 背景揚

を生成する。 仮想虞憊は NatUre・im と呼ばれることから、ここでは

この 手法を醗 つSSEと呼恭 仮想嘆値は、自然変動を表環してい

れ ばよく、 輿殖代替場である必要はない。・・屶で 、すぺ ての 観測デ

ータを NR から生成ずる必要がある。
これ らの 観測や NR の 妥当性

によっ て、結果の 妥当性が決まる。

3．　NFH ）SSE シス テム

　NR ・OSSE スキーム を MRI ・NApax （気 象庁現業全球数値 予報

シス テムの 実験シ ス テム 〉上に実装した。i司シ ステム は適畄な期間の

モ デル 積分をしながら、疑該観漫1囎 1陵 生 成す る。ここでは

予備実験として、低黻 シス テム （6αkni解燥度）による53　H 問の

サイクル を実施した。疑似観測 は現業シ ステムで 尚化して い るすべ

て の観測データを生成 ず乱 仮想 観測につ い ても同時に生成 する。

疑 似観測の 時聖間分布は、n鑼 iJの もの を使用し、　SST やオソン

気 側 欝 の 境界条件は、現爽の 値 を与える。疑鐓観測に は、D 値統

計か ら推定した観測麒 飜 に従う誤差を春上加 ずる。これ らの 疑似

観測や仮想観測を同化 弓
『
るサ イクル を実施し、OSE や線形解析で

各デ
ー

タセ ットの 贓 抒 報場 へ の 影響を評価する。

4．予備的結県

　図 1 に 250hPa 東西風薩の NR と現実笠）距離（RMSD ）の サイク

ル 開姑からの 暗間発展を弱   RMSD は 10日程度で軍衡に達して

い る。これは大気の 鵠憶長に対旛す凱 この 時の IMSP の 大きさは

15mfs程度であり、空開平均で 計算した儼差揚の 分散の 2つ の 場の

和の 平方根と対応する。一一ts、平均腸の 差（田 ））は 1鵬 程度で あ

る。　MI ） はモ デル の系纐 贐 やサン プリン グ誤 差に起因する。2 乗

風速の 全波数依存性は総観からメソβスケ
ー

ル で
一3 乗則を満たし、

サイクル 期間中大きな変化 はない （図略）。一方で熱帯域での 降水

の ス ピンダウン、対流圏の 水蒸気プ ロ ファイル の 中層 （下層）の乾燻

化 （湿潤化Dがみられ （図略）、既知の モ デル 系統誤差と対応する、 単

純な双子 実験では、これ らの モ デル バ イアス が考慮されない ため、

実際の 観瀏デ
ー
タの 寄惇を正確に評価することが難しくなる。

一
方

で、モ デル バ イアス がない 場含の 理想的な観測データの 寄移（最大

寄与）の評価ができ、 両者の あ殿 寒システムの診断になる。図2に生

成された疑似観測デ
ー

タの分布例を示す。
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図 1RMSD 、ゆ の 時間発展 と偏差場の 分散 和の 平方楓

図 2 マ イクロ 波イメージャの 疑  吩布。。
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